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炭焼きの工程 
１．原木の切り出し：山から原料のナラを伐採。 

２．窯詰め（木くべ）：束にした原木を奥の方から詰め

ていく。（１日目） 

３．口焚き：原木の水分を抜く作業。白い煙が出る。 

（2日～3日目） 

４．焼火：点火開始（4日～6日目） 

５．精煉：炭化後、窯口をしだいに開けて空気を送り、

短材の樹皮を燃やして赤熱させる。 

（6日～7日目） 

６．窯出し：少量ずつ窯口から取り出す。 

（7日～8日目） 

７．消火：炭床に集め、直ちに素灰をかける。 

隅焼き窯。粘土室の土を使用。 

伐採した木を適度に機械で  割り出している様子。 

詰
め
火
を
入
れ
る
。 

良
質
な
炭
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
使
用
時
に

燻
煙
（
く
ん
え
ん
、
不
快
な
煙
り
の
こ
と
）

や
爆
跳
（
ば
く
ち
ょ
う
、
炭
が
は
じ
け
る

こ
と
）
が
出
な
い
こ
と
。
こ
の
た
め
に
佐

藤
さ
ん
は
、
水
分
や
木
酢
液
（
も
く
さ
く

え
き
）
を
抜
く
手
間
を
丁
寧
に
か
け
る
。

 

炭
を
使
う
こ
と
は
、
森
を
守
り
、
山
を

守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
「
や
ま
が
た

の
炭
」
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き

た
い
。 

炭火焼  
やきとり とりまる 
 
山形市中野 260 
℡ 023-681-1517 

とりまる店主 
落合さん親子 

 白炭は遠赤外線効果があるの

で、中までしっかり火が通る

よ！佐藤さんの炭で、美味しく

焼いています！ 

■連絡先 
山形県飯豊町手ノ子 2367-1

佐藤 利助 さん 

 職人の技！ 
窯を開けて様子を確認するこ

とができないため、煙と匂いで

判断する。この見極めが長年の

経験でなせる技。 

 

１３ 

森
林
に
恵
ま
れ
た
山
形
県
。
古
来
よ
り

森
林
を
生
か
し
た
生
業
（
な
り
わ
い
）
が

営
ま
れ
て
き
た
。 

そ
の
一
つ
が
「
炭
焼
き
」
で
あ
る
。
輸

入
品
の
増
加
や
後
継
者
不
足
な
ど
に
よ

り
減
っ
て
き
た
と
は
い
え
、
今
で
も
県
内

各
地
で
、
炭
焼
き
の
技
が
受
け
継
が
れ
て

い
る
。 

飯
豊
町
の
佐
藤
さ
ん
も
そ
の
一
人
。
山

形
県
の
木
炭
品
評
会
で
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
こ
と
も
あ
る
白
炭
づ
く
り
の
達

人
だ
。 

白
炭
と
は 

炭
に
は
白
炭
（
し
ろ
ず
み
、
は
く
た
ん
） 

と
黒
炭
（
く
ろ
ず
み
、
こ
く
た
ん
）
が
あ

る
。
普
段
よ
く
見
か
け
る
黒
い
炭
は
黒
炭

だ
。 白

炭
は
、
文
字
ど
お
り
白
い
色
を
し
た

炭
で
あ
る
。
製
造
過
程
で
表
面
に
白
い
灰

が
つ
く
た
め
白
く
な
る
。
非
常
に
硬
く
、

叩
く
と
高
い
金
属
音
が
す
る
。
火
持
ち
が

よ
く
、
安
定
し
た
強
い
火
力
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
炭
火
焼
に
こ
だ
わ
る
飲
食
店
な
ど

で
使
わ
れ
て
い
る
。 

県
産
炭
の
ス
ス
メ 

佐
藤
さ
ん
の
炭
焼
き
の
工
程
は
原
木

の
切
り
出
し
か
ら
始
ま
る
。
地
元
の
山
の

ナ
ラ
が
原
料
だ
。
そ
れ
を
窯
（
か
ま
）
に
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飯
豊
の 

炭 

１２

みなさん、山形県産の「炭」はご存知ですか。 

「炭」といえば、西置賜地域が盛んです。 




